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Unità 1. I suoni del giapponese（日本語の音）
　 1 I sistemi di scrittura e trascrizione del giapponese（日本語の表記）／ 2 Le vocali（母音）／ 3 Le 
consonanti（子音）／ 4 I suoni delle parole in katakana（片仮名ことばの音）／ Esercizi（練習問題）
Unità 2. Il ritmo del giapponese（日本語のリズム）
　1 La mora（拍）／ 2 La battuta（ビート）／ 3 Il piede（フット）／ Esercizi（練習問題）
Unità 3. L’accento del giapponese（日本語のアクセント）
　 1 L’accento tonale（高低アクセント）／ 2 L’accento nei sostantivi（名詞のアクセント）／ Esercizi（練
習問題）
Unità 4. L’accento nei verbi e negli aggettivi（動詞と形容詞のアクセント）
　 1 L’accento nei verbi（動詞のアクセント）／ 2 L’accento negli aggettivi（形容詞のアクセント）／ 
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Esercizi（練習問題）
Unità 5. L’intonazione del giapponese（日本語のイントネーション）
　1 L’intonazione in italiano e in giapponese（イタリア語と日本語のイントネーション）／
　2 Intonazione e accento tonale（イントネーションと高低アクセント）
3 Intonazione e signicato（イントネーションと意味）／ 4 L’intonazione della frase（イントネーショ
ン句）／ 5 La prominenza（プロミネンス）／ Esercizi（練習問題）
Soluzioni degli esercizi（練習問題の解答） 
Unità 1 ／ Unità 2 ／ Unità 3 ／ Unità 4 ／ Unità 5
　Esercizio di riconoscimento dell’accento（アクセント認識練習）
Glossario（単語リスト）　Bibliograa（参考文献）
Indice delle tracce（索引）　IPA chart（国際音声字母）
Pappalardo氏が執筆を担当した理論編では、イタリア語と日本語の音韻対照が丁寧に
なされており、イタリア語母語話者にとって貴重な資料となっている。戸田が担当した
実践編では、イタリアの食べ物や観光名所等、学習者にとって身近で実際に会話で使え
る練習がふんだんに盛り込まれている。音声ファイル（MP3）は出版社のサイト（www.
hoeplieditore.it）からダウンロードできるようになっている。
３．出版の背景
2018年８月、ヴェネツィアのカ・フォスカリ大学で開催された日本語教育国際研究大
会にてご招待いただき、2019年３月イタリア日本語教育協会の2019年研修会（サピエン
ツァ・ローマ大学）で二日間にわたり日本語教師対象のワークショップを行う運びとなっ
た。この時の意見交流をもとに、本書の構想が進んでいった。その後、新型コロナウイル
ス感染症拡大の苦難に直面してもなお日本語教育と向き合うイタリアの方々に対して、一
教育研究者として何ができるのかを考える日々が続き、何度もヴェネツィア－東京間をオ
ンラインでつなぎ、議論を重ねた。
Pappalardo氏は学生時代に奨学生として東京外国語大学に留学し、授業で拙著『コミュ
ニケーションのための日本語発音レッスン』（スリーエーネットワーク、2004年）を使用
して、日本語音声に関心を持たれたということで、国境を越えた人々の相互理解と友好関
係のために、日本語教育が重要な役割を担っていることを実感した次第である。
４．おわりに
本書がイタリアの日本語学習者ならびに日本語教育関係者の皆さまの一助になれば幸い
である。この場をお借りして、本書の草稿に対して貴重なご意見をくださったパオロ・カ
ルヴェッティ氏（イタリア文化会館）、鈴木正子氏（カ・フォスカリ大学）、大久保雅子氏
（東京大学）に心より感謝の意を表したい。
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